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五
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明
代
中
期
の
「
性
理
大
全
」
|
|
東
北
大
学
図
書
館
蔵
本
の
書
誌
学
的
意
義
に
寄
せ
て
|
|
一
、
「
性
理
大
全
」
の
由
来
明
朝
永
楽
十
二
年
(
区
区
)
十
一
月
、
永
楽
帝
は
胡
広
や
楊
栄
、
金
幼
孜
と
い
っ
た
儒
臣
に
対
し
、
四
書
五
経
と
「
周
程
張
朱
諸
君
子
に
よ
る
性
理
の
言
」
と
に
つ
い
て
、
後
世
の
亀
鑑
た
り
得
る
書
物
を
)
編
纂
せ
よ
と
命
じ
目
。
あ
わ
せ
て
永
楽
帝
は
編
纂
の
基
本
方
針
を
も
品別一
司
指
定
し
、
前
者
四
書
五
経
に
関
し
て
は
伝
注
や
先
儒
の
論
著
か
ら
至
創
当
と
判
断
で
き
る
解
釈
を
集
め
、
後
者
に
つ
い
て
は
既
成
の
書
物
か
決
ら
そ
の
精
髄
を
抜
き
出
し
て
そ
れ
ら
を
体
系
的
に
組
み
合
わ
せ
る
よ
問
、
つ
要
求
し
た
。
儒
匡
た
ち
は
多
く
の
配
下
を
動
員
し
て
書
物
を
完
成
の
さ
せ
、
翌
年
九
月
、
「
五
経
四
番
大
全
、
及
び
性
理
大
全
書
」
す
ベ
州
制
{
2
)
制
て
「
二
百
二
十
九
巻
」
を
上
呈
。
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
=
一
大
全
が
誕
生
品、町し
た
。こ
の
大
部
の
編
纂
物
に
、
永
楽
帝
の
懇
切
な
意
図
が
ど
れ
だ
け
反
3
 
6
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。
従
来
、
そ
の
構
成
や
内
容
に
対
し
て
は
否
定
i市
秀
的
な
評
価
が
下
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
清
朝
の
四
庫
館
臣
は
図
書
大
全
三
十
六
巻
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
が
元
人
侃
士
毅
に
よ
る
四
番
輯
釈
の
剰
窃
で
し
か
な
く
、
し
か
も
輯
釈
そ
れ
自
体
、
科
挙
の
受
験
参
考
書
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
う
え
で
、
「
そ
れ
故
、
胡
広
ら
は
日
ご
ろ
読
み
慣
れ
た
書
物
を
か
す
め
と
っ
て
仕
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
(
故
広
等
以
夙
所
諦
習
、
剰
刻
成
編
歎
)
」
、
と
な
か
ば
郁
捻
し
た
。
館
匡
に
よ
る
こ
う
し
た
庇
辞
は
、
そ
の
後
、
一
二
大
全
に
対
す
る
定
評
と
し
て
継
承
さ
れ
た
。
し
か
し
近
年
、
林
慶
彰
は
、
か
か
る
評
価
が
三
大
全
へ
の
「
誤
解
」
を
拡
げ
る
因
由
に
な
っ
た
と
捉
幻
、
検
討
の
対
象
を
五
経
大
全
に
絞
り
つ
つ
も
、
そ
の
修
纂
の
動
機
や
関
連
人
員
、
集
車
百
の
範
囲
、
明
代
経
学
と
の
関
連
性
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し
、
積
年
の
「
誤
解
」
が
糾
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
得
的
に
示
し
た
。
た
し
か
に
わ
れ
わ
れ
に
は
、
性
理
大
全
書
に
つ
い
て
吾
妻
重
二
が
一
言
う
如
任
、
清
代
中
期
の
学
者
に
よ
る
党
派
的
判
断
に
盲
従
す
る
必
要
な
ど
、
全
く
無
い
の
で
あ
る
。
4
さ
て
、
性
理
大
全
書
(
以
下
、
大
全
書
と
略
称
す
る
)
七
十
巻
が
6
底
本
と
し
た
書
籍
群
に
関
し
て
は
、
や
は
り
吾
妻
重
二
に
、
信
頼
す
べ
き
研
究
が
あ
る
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
大
会
書
は
、
巻
一
「
太
極
図
」
・
巻
二
「
通
書
」
以
降
、
巻
二
十
四
回
二
十
五
「
洪
範
皇
極
内
篇
」
ま
で
は
、
「
収
載
書
の
選
択
と
い
い
、
そ
の
順
序
と
い
い
」
、
元
朝
後
期
江
西
の
儒
者
で
あ
る
黄
瑞
節
が
編
纂
し
た
「
朱
子
成
書
を
底
本
に
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」
。
ま
た
、
巻
二
十
六
二
十
七
「
理
気
」
か
ら
巻
七
十
「
詩
文
」
ま
で
は
、
「
朱
子
成
書
に
は
な
い
部
分
で
あ
り
、
『
朱
子
語
類
』
の
分
類
を
基
本
に
し
て
諸
説
を
引
用
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
」
。
鉄
案
と
み
な
せ
る
見
解
で
あ
り
、
き
れ
ば
こ
そ
吾
妻
は
、
「
か
つ
て
四
庫
提
要
は
、
性
理
大
全
の
底
本
は
南
宋
の
熊
節
編
、
熊
剛
大
注
『
性
理
群
書
句
解
』
だ
と
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
正
し
く
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
も
断
じ
た
。
た
し
か
に
四
庫
館
臣
は
、
性
理
群
書
句
解
三
十
三
巻
に
対
す
る
解
題
の
な
か
で
、
「
明
の
永
楽
中
に
詔
し
て
性
理
大
全
を
修
め
し
む
。
其
の
諸
儒
の
諾
を
録
す
る
は
、
皆
な
近
思
録
に
因
り
て
之
を
広
げ
、
其
の
諸
儒
の
文
を
録
す
る
は
、
則
ち
此
の
書
に
本
づ
き
て
之
を
広
ぐ
。
其
の
性
理
の
名
を
も
併
せ
て
、
亦
た
此
の
書
の
旧
に
因
る
に
似
る
」
と
語
っ
て
い
る
。
吾
妻
は
こ
う
し
た
見
解
を
覆
し
た
の
で
あ
る
。
大
全
書
に
対
す
る
館
臣
の
捉
え
方
は
、
清
代
中
期
の
い
わ
ゆ
る
宋
学
批
判
の
一
言
説
と
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
根
源
を
同
じ
く
す
る
。
つ
ま
り
か
れ
ら
の
意
見
も
ま
た
当
時
に
お
け
る
学
問
的
通
念
の
反
映
な
の
で
あ
り
、
さ
れ
ば
、
そ
の
捉
え
方
の
当
否
は
当
否
と
し
て
も
、
そ
れ
と
は
別
に
、
か
く
の
如
き
認
識
が
帯
び
る
歴
史
的
性
格
に
関
し
て
は
、
そ
の
形
成
の
過
程
か
ら
改
め
て
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
反
省
を
惹
起
さ
せ
て
く
れ
た
書
物
が
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
嘉
靖
二
十
七
年
(
目
お
)
王
氏
新
三
塊
刊
新
刊
性
理
大
全
七
十
巻
な
の
で
あ
る
。
か
か
る
反
省
は
、
該
書
の
如
何
な
る
箇
所
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
巻
一
「
太
極
図
」
は
、
周
敦
願
(
号
澱
渓
)
の
「
図
」
と
朱
官
官
(
朱
子
)
の
「
解
」
と
を
載
せ
た
あ
と
に
、
「
群
書
句
解
」
と
標
記
し
、
性
理
群
書
句
解
巻
十
一
所
収
の
「
太
極
図
解
」
本
文
と
そ
の
「
句
解
」
と
を
引
用
す
る
。
し
か
し
そ
う
し
た
一
段
は
、
永
楽
の
大
全
書
に
は
元
来
、
存
在
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
大
全
書
巻
七
十
「
詩
文
」
所
掲
の
作
品
の
多
く
は
、
そ
も
そ
も
群
書
句
解
が
そ
の
巻
一
か
ら
巻
八
に
採
録
す
る
「
賛
」
や
「
銘
」
「
簸
」
、
律
詩
や
絶
句
で
も
あ
り
、
さ
ら
に
大
全
書
の
同
巻
が
載
せ
る
郁
子
(
郁
羅
)
「
観
物
詩
」
や
朱
子
「
感
興
二
十
首
」
な
ど
に
は
、
「
抽
出
山
氏
剛
大
日
」
と
し
て
群
書
に
対
す
る
句
解
す
な
わ
ち
注
釈
部
分
も
ま
た
附
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
新
刊
性
理
大
全
は
、
永
一
楽
の
儒
臣
た
ち
が
大
全
書
を
撰
述
し
た
際
に
省
略
し
た
当
該
句
解
の
文
章
に
つ
い
て
、
「
集
釈
」
と
の
標
記
の
も
と
に
復
活
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
永
楽
の
大
全
書
に
対
し
、
嘉
靖
の
新
刊
性
理
大
全
は
、
そ
の
増
注
版
と
い
う
位
置
に
在
る
。
も
し
消
代
前
半
に
お
い
て
、
か
く
の
如
き
テ
キ
ス
ト
を
永
楽
の
大
会
書
と
同
定
す
る
錯
覚
が
共
通
認
識
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
館
臣
が
、
大
全
書
と
は
、
群
書
句
解
な
ど
の
文
章
を
適
宜
引
用
し
て
「
広
」
げ
ら
れ
た
編
纂
物
だ
と
し
た
そ
の
判
断
に
も
、
情
状
酌
量
の
余
地
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
節
以
降
に
示
す
の
は
そ
の
な
か
の
僅
か
な
事
例
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
大
全
書
に
対
し
て
は
、
永
楽
の
刊
行
頒
布
後
、
清
朝
康
岡
山
年
間
に
至
る
ま
で
の
聞
に
多
く
の
増
注
本
が
編
纂
さ
れ
、
し
か
も
一
般
の
人
士
は
、
そ
れ
ら
を
も
ま
た
大
全
書
な
い
し
「
性
理
大
全
」
と
呼
ん
で
い
た
。
東
北
大
学
所
蔵
の
新
刊
性
理
大
全
と
は
、
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
群
の
特
色
あ
る
τ白
…
で
あ
り
、
小
文
は
、
そ
の
概
要
を
書
誌
学
的
観
点
か
ら
紹
介
す
る
点
に
主
眼
を
置
き
つ
つ
も
、
か
か
る
テ
キ
ス
ト
が
出
現
し
ま
た
普
及
す
る
前
後
の
情
況
を
も
合
わ
)
せ
て
概
述
す
る
も
の
で
あ
る
。
浦一一」雄
二
、
注
釈
本
大
全
書
の
登
場
明
三
大
全
の
編
纂
に
お
け
る
責
任
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
福
建
建
安
の
の
楊
栄
(
5
3
!広
ち
)
は
、
宣
徳
二
年
(
広
N
叶
)
七
月
、
同
郷
の
棚
葉
添
徳
に
よ
る
要
請
に
応
じ
て
「
性
理
四
書
大
全
書
問
」
を
著
し
た
。
附
そ
の
文
中
に
は
、
下
記
の
と
お
り
、
葉
氏
が
、
官
学
に
配
架
さ
れ
た
5
大
全
書
を
目
に
し
て
同
書
の
刊
刻
を
発
想
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
6
る
。
楊
栄
は
、
大
全
書
普
及
の
機
縁
を
作
っ
た
葉
氏
を
「
民
間
」
の
傑
物
と
絶
賛
す
る
が
、
お
そ
ら
く
葉
氏
は
、
出
版
業
を
営
む
が
故
に
こ
う
し
た
事
業
を
遂
行
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
予
が
郷
郡
、
建
陽
の
葉
添
徳
氏
は
、
家
、
素
よ
り
文
を
崇
ぴ
て
好
学
博
雅
、
間
に
庫
序
に
於
い
て
此
の
書
を
視
る
こ
と
を
得
。
遂
anuue 
て
抄
録
し
て
諸
を
梓
に
銀
み
、
以
て
其
の
伝
を
広
め
ん
こ
と
を
求
む
れ
ば
、
乃
ち
書
を
以
て
京
師
に
来
た
り
、
予
の
言
を
請
、
っ
て
之
し
る
に
識
さ
ん
と
す
。
・
然
し
て
添
徳
は
民
間
の
傑
然
、
た
る
者
を
以
て
、
乃
ち
能
く
広
播
し
て
之
を
盛
伝
せ
ん
と
す
。
此
れ
其
の
衆
人
に
超
え
る
所
以
の
者
、
量
に
速
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
是
れ
嘉
尚
す
べ
き
な
る
の
み
。
坊
刻
の
大
全
書
は
宣
徳
以
降
も
陸
続
と
出
版
さ
れ
た
。
明
代
版
刻
綜
録
は
、
「
景
泰
乙
亥
(
六
年
区
間
印
)
仲
冬
書
林
貌
氏
仁
実
堂
重
刊
」
《
辺
)
と
刻
さ
れ
る
牌
記
を
持
っ
た
性
理
大
会
書
七
十
巻
を
採
録
す
る
。
ま
た
(
稿
本
)
中
国
古
籍
普
本
番
目
も
多
数
の
大
全
書
を
載
せ
、
そ
の
な
か
で
は
弘
治
五
年
(
区
申
N
)
梅
隠
精
舎
刻
本
や
弘
治
八
年
貌
氏
仁
実
堂
刻
本
と
い
っ
た
大
全
書
が
、
現
存
す
る
早
い
時
期
の
刊
本
で
あ
る。
右
の
貌
氏
仁
実
堂
は
、
元
人
王
幼
学
が
編
纂
し
た
資
治
通
鑑
網
目
集
覧
を
景
泰
元
年
(
区
山
口
)
に
刊
行
し
て
も
お
り
、
四
庫
全
書
総
日
は
、
大
全
書
に
対
す
る
或
る
注
釈
書
が
、
こ
の
通
鑑
綱
目
集
覧
を
模
倣
し
て
編
ま
れ
た
こ
と
を
紹
介
す
る
。
性
理
群
書
集
覧
七
十
巻
に
つ
い
て
、
以
下
の
如
く
解
題
す
る
な
か
の
言
及
で
あ
話
。
66 
(
同
書
は
)
撰
人
の
名
氏
を
著
さ
ず
、
但
だ
玉
峯
道
人
集
覧
と
題
す
る
の
み
。
誰
た
る
か
を
知
ら
ず
。
其
の
書
、
永
楽
性
理
大
全
中
の
人
名
地
名
年
号
訓
話
の
類
を
取
り
、
王
幼
学
の
通
鑑
網
目
集
覧
の
例
に
依
り
て
、
各
お
の
註
釈
を
為
す
。
増
注
な
る
者
あ
り
、
即
ち
別
に
標
し
て
附
録
と
為
せ
り
。
然
れ
ど
も
浅
阻
た
る
こ
と
殊
に
甚
だ
し
。
・
・
蓋
し
不
学
者
の
為
る
所
に
出
づ
。
巻
尾
に
大
徳
辛
未
刊
行
の
字
あ
る
は
、
尤
も
舛
謬
た
り
。
是
の
4
昔
、
本
よ
り
性
理
大
全
に
註
す
れ
ば
、
安
ん
ぞ
(
元
の
)
大
徳
中
に
先
に
刊
本
あ
る
を
得
ん
や
。
考
う
る
に
辛
未
は
明
の
正
徳
六
年
た
り
。
此
れ
偽
を
信
る
者
、
板
式
の
麻
沙
旧
本
に
近
き
を
以
て
、
故
に
正
し
き
字
を
削
補
し
、
一
苅
刻
を
偽
冒
せ
し
な
り
。
い
ま
四
庫
全
書
存
目
叢
香
子
部
第
八
・
九
冊
に
は
、
首
都
図
書
館
蔵
明
刻
本
性
理
群
番
大
全
七
十
巻
が
影
印
の
う
え
収
め
ら
れ
る
。
同
書
に
は
牌
記
等
の
刊
行
時
期
を
知
ら
せ
る
記
述
が
な
く
、
そ
の
た
め
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
「
明
刻
本
」
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
書
の
巻
首
は
、
順
に
「
性
理
群
書
集
覧
引
用
姓
氏
総
目
」
、
「
性
理
群
書
集
覧
目
録
」
、
「
御
製
性
理
大
全
書
序
」
、
「
進
書
表
」
を
載
せ
、
本
文
〔
仰
宝
》
第
一
巻
の
題
署
は
、
第
一
行
が
「
性
理
群
書
大
全
巻
之
こ
と
v
次
行
以
下
に
そ
の
撰
者
名
が
「
後
学
現
山
玉
峯
道
人
集
覧
、
後
学
青
田
養
浩
道
史
訂
定
、
後
学
雲
間
林
泉
処
士
校
正
」
と
刻
さ
れ
る
。
総
目
が
一
一
言
、
っ
と
お
り
、
か
れ
ら
の
素
性
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
同
書
所
載
の
「
集
覧
」
の
文
章
も
、
た
し
か
に
人
名
や
地
名
等
の
解
説
が
中
心
で
あ
り
、
思
想
内
容
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
第
一
巻
の
第
一
番
目
に
載
る
「
集
覧
」
は
、
太
極
図
の
作
者
周
漉
渓
の
韓
に
つ
い
て
朱
子
が
「
後
に
英
宗
の
旧
名
を
避
け
、
周
惇
頗
に
改
む
」
と
述
べ
た
そ
の
「
旧
名
」
忌
避
に
対
す
る
解
説
で
あ
り
、
注
釈
の
文
章
は
「
宋
鑑
を
按
ず
る
に
、
英
宗
、
名
は
宗
実
」
と
始
ま
る
。
こ
の
よ
う
に
同
書
は
、
「
宋
銭
」
や
「
元
鍛
」
を
知
識
源
と
し
て
編
ま
れ
た
注
釈
書
で
あ
り
、
巻
首
「
引
用
姓
氏
」
の
「
先
儒
姓
氏
」
に
も
、
そ
れ
ら
に
拠
っ
た
各
人
の
略
歴
が
附
加
さ
れ
る
。
無
論
、
永
楽
の
大
会
書
の
「
先
儒
姓
氏
」
に
は
各
人
の
字
や
号
な
ど
が
記
さ
れ
る
だ
け
あ
り
、
こ
う
し
た
追
加
紹
介
は
「
集
覧
」
段
階
で
の
操
作
に
相
違
な
い
。
明
代
版
刻
綜
録
が
採
る
性
理
群
書
集
覧
に
は
、
そ
の
「
巻
十
七
後
」
に
「
書
林
劉
氏
日
新
堂
刊
」
と
の
牌
記
が
あ
る
と
い
刊
。
綜
録
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
を
正
徳
六
年
(
H
臼
H
)
刊
と
す
る
が
、
そ
れ
は
、
上
記
総
目
の
推
定
に
従
っ
た
か
ら
だ
と
恩
わ
れ
る
。
こ
の
年
の
一
回
り
前
の
辛
未
歳
は
景
恭
二
年
(
区
間
乙
で
あ
り
、
後
述
す
る
と
お
り
そ
の
可
能
性
は
た
し
か
に
低
い
。
そ
の
他
、
清
末
の
丁
丙
は
、
か
れ
が
見
た
集
覧
に
つ
い
て
、
「
各
巻
の
末
尾
に
「
後
学
東
甑
隻
清
軒
徐
天
章
繕
写
」
も
し
く
は
「
騰
録
」
と
の
一
僚
が
あ
る
。
小
型
本
と
し
て
刊
行
し
た
の
は
、
き
っ
と
麻
沙
の
民
間
書
臨
時
に
よ
る
仕
業
だ
ろ
う
」
と
【問】
記
し
、
同
書
の
出
版
情
況
を
特
定
す
る
。
一
方
、
上
記
存
目
叢
書
影
印
本
に
そ
う
し
た
「
一
候
」
は
盤
い
。
こ
の
影
印
本
に
は
、
総
目
が
述
べ
る
「
増
注
」
な
い
し
「
附
録
」
な
る
箇
所
も
ま
た
存
し
な
い
の
だ
が
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
正
徳
十
一
年
(
回
目
白
)
刊
性
理
大
全
書
に
「
附
録
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
「
補
註
」
と
、
深
い
繋
が
り
を
も
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
内
閣
文
庫
漢
籍
分
類
目
髄
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
書
名
を
「
性
理
大
全
書
」
と
表
記
す
る
の
は
、
第
一
巻
の
題
署
と
し
て
書
名
が
そ
う
刻
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
目
録
作
成
の
基
準
に
従
う
表
記
法
で
は
あ
る
が
、
該
書
の
刊
刻
者
が
仕
掛
け
た
拙
い
畏
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
感
も
あ
る
。
該
書
は
、
巻
首
に
「
御
製
性
理
大
全
書
序
」
、
「
進
香
表
」
、
「
性
理
大
全
書
先
儒
姓
氏
・
今
奉
勅
纂
修
(
姓
氏
)
」
、
「
性
理
大
全
書
目
録
」
を
載
せ
る
。
た
だ
し
「
目
録
」
の
末
尾
に
は
「
性
理
群
書
集
覧
総
目
巻
皐
」
と
の
文
字
が
刻
さ
れ
、
版
心
題
も
「
性
理
集
覧
」
で
あ
る
。
巻
頭
題
に
関
し
て
も
、
多
く
の
巻
が
「
性
理
群
書
)
集
覧
」
や
「
性
理
群
害
補
註
集
覧
」
と
す
る
。
一
方
、
巻
頭
や
巻
尾
却
に
「
性
理
大
全
書
」
と
刻
さ
れ
る
箇
所
は
、
元
の
テ
キ
ス
ト
に
あ
っ
釦
た
「
群
書
集
覧
」
等
の
文
字
を
削
っ
た
う
え
で
彫
り
直
し
た
も
の
だ
汰
と
想
像
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
第
一
巻
巻
末
の
題
名
は
、
「
性
理
」
の
市
二
文
字
に
続
け
て
、
五
な
い
し
六
文
字
分
の
空
間
に
、
「
大
全
書
」
の
の
三
文
字
が
、
間
延
び
し
た
様
相
で
不
自
然
に
刻
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
柵
そ
の
う
え
同
書
に
は
、
上
記
存
目
叢
書
本
に
は
明
記
さ
れ
て
い
た
「
後
b
i
u
 
山
州
学
攻
山
玉
峯
道
人
集
覧
」
な
ど
の
題
署
も
無
い
。
第
一
巻
は
、
題
名
7
の
次
行
に
す
ぐ
さ
ま
「
太
極
図
」
と
の
文
字
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
0
6
な
お
巻
末
に
刊
記
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
正
徳
炎
酉
歳
(
八
年
)
同
文
書
陪
梨
」
と
刻
さ
れ
る
も
の
の
、
御
製
序
の
末
尾
に
「
正
徳
丙
子
歳
(
十
一
年
)
重
刊
」
と
の
文
字
が
載
る
。
さ
て
総
目
が
指
摘
し
た
「
附
録
」
と
し
て
の
「
増
注
」
だ
が
、
内
閣
文
庫
本
の
第
一
巻
末
尾
に
は
、
「
附
録
」
の
二
文
字
と
と
も
に
「
太
極
図
」
に
対
す
る
六
行
分
の
双
行
註
が
載
る
。
こ
の
「
附
録
」
と
い
う
文
字
の
次
行
に
は
「
余
杭
周
徳
恭
業
補
」
と
の
一
文
が
刻
さ
れ
、
そ
の
次
に
「
太
極
図
」
「
補
註
」
と
あ
っ
て
注
釈
が
始
ま
る
。
周
徳
恭
と
は
、
そ
の
誌
を
礼
と
す
る
人
物
で
あ
る
。
嘉
慶
余
杭
県
志
は
「
万
暦
県
志
」
に
拠
る
記
事
と
し
て
周
礼
の
略
歴
を
載
封
、
そ
の
字
は
徳
恭
、
号
は
静
軒
と
記
す
。
後
述
す
る
新
=
一
機
本
新
刊
性
理
大
会
の
第
入
巻
に
は
、
「
周
静
軒
補
註
」
と
標
記
さ
れ
る
注
釈
も
残
っ
て
い
る
。
右
の
県
志
は
ま
た
、
周
礼
は
博
学
で
あ
っ
た
が
郷
試
に
は
合
格
せ
ず
著
述
を
そ
の
生
業
と
し
て
、
「
通
鑑
外
紀
諮
問
断
」
、
「
朱
子
網
目
折
衷
」
、
「
続
編
綱
自
発
明
」
な
ど
史
学
に
関
わ
る
科
挙
受
験
参
考
書
を
編
み
、
そ
れ
ら
は
弘
治
年
問
、
礼
部
に
進
呈
さ
れ
て
刊
行
が
認
め
ら
れ
た
と
も
述
べ
る
。
内
閣
文
庫
本
に
言
う
「
附
録
」
部
分
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
と
時
を
隔
て
ず
に
作
成
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
そ
れ
故
に
、
性
理
群
書
集
覧
の
成
立
時
期
を
正
徳
前
半
だ
と
す
る
見
解
は
妥
当
だ
と
判
(
M〕
断
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
書
名
改
刻
の
痕
跡
が
歴
然
た
る
内
閣
文
庫
蔵
本
の
存
在
が
物
語
る
と
お
り
、
大
金
書
の
注
釈
本
で
あ
っ
た
「
集
覧
」
は
、
そ
の
登
場
後
ま
も
な
く
「
大
全
書
」
と
称
さ
れ
る
(
お
}
こ
と
と
な
っ
た
。
自
な
お
、
こ
の
「
補
註
」
の
文
章
は
、
太
極
図
と
は
「
天
地
陰
陽
の
6
理
」
を
解
き
明
か
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
先
天
後
天
(
を
通
貫
す
る
)
沖
漠
無
朕
の
道
」
に
他
な
ら
な
い
と
始
ま
り
、
伏
義
に
よ
る
八
卦
、
文
王
に
よ
る
六
十
四
卦
制
作
の
そ
の
「
不
伝
の
緒
」
を
周
子
が
体
得
し
て
作
成
し
た
と
い
う
該
図
の
由
来
と
、
そ
の
概
要
の
短
い
き
わ
み
説
明
と
を
挟
み
、
「
是
の
書
を
読
む
者
は
、
則
ち
先
儒
用
心
の
歪
に
し
て
、
後
世
、
性
理
の
学
に
入
る
の
枢
紐
た
る
を
知
る
な
り
。
是
の
書
を
輯
め
て
是
の
図
を
以
て
之
を
篇
首
に
冠
す
る
に
、
其
の
意
は
駕
に
在
る
あ
り
。
学
ぶ
者
は
当
に
軌
一
読
し
て
之
を
玩
索
す
ベ
け
れ
ば
、
則
ち
太
極
の
旨
、
思
い
半
ば
を
過
ぎ
る
な
り
」
と
結
ぶ
。
内
容
的
に
新
味
は
な
く
解
説
も
簡
略
で
あ
り
、
「
補
註
」
の
意
図
が
奈
辺
に
あ
る
の
か
は
推
測
し
に
く
い
も
の
の
、
こ
こ
に
言
う
「
是
の
書
」
と
は
大
全
書
を
指
す
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
補
註
」
の
立
場
は
、
大
全
書
の
意
図
を
敷
街
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
お
く
。
岡
本
に
お
い
て
、
「
補
註
」
は
こ
れ
以
外
に
も
第
三
巻
「
通
番
」
の
末
尾
に
一
条
あ
り
、
第
五
巻
「
正
曲
家
」
、
第
十
一
巻
「
皇
極
経
世
」
、
第
二
十
二
巻
「
律
邑
新
書
」
に
は
、
本
文
の
聞
に
幾
件
か
挿
入
さ
れ
る
。
た
だ
し
全
体
的
に
そ
の
分
量
は
多
く
な
い
。
、
注
釈
の
加
増
か
く
し
て
東
北
大
蔵
嘉
靖
二
十
七
年
刊
新
刊
性
理
大
館
の
出
番
と
な
る
。
同
書
は
そ
の
巻
尾
に
「
嘉
靖
戊
申
歳
孟
春
王
氏
新
=
一
機
刊
行
」
と
す
る
牌
記
を
置
く
。
こ
の
戊
嗣
歳
が
刊
行
年
で
あ
る
。
巻
首
に
は
、
「
御
製
性
理
大
全
書
序
」
、
「
進
書
表
」
、
「
先
儒
姓
氏
」
が
順
に
続
き
、
そ
の
「
先
儒
姓
氏
」
に
は
諸
儒
の
略
歴
が
、
上
述
し
た
集
覧
と
同
一
の
内
容
で
附
記
さ
れ
る
。
次
に
「
奉
勅
纂
惰
」
、
「
性
理
大
全
目
録
」
が
載
り
、
「
新
刊
性
理
大
全
第
一
巻
」
と
冠
す
る
本
文
が
始
ま
る
。
各
巻
の
欄
外
上
部
に
は
枠
っ
き
で
「
標
題
」
が
刻
ま
れ
る
。
科
挙
に
お
け
る
論
題
や
策
題
が
、
「
標
題
」
に
収
め
ら
れ
た
短
文
の
典
拠
で
あ
る
。
注
釈
は
集
注
の
体
裁
を
採
り
、
集
覧
に
加
え
て
数
種
類
の
注
釈
が
集
め
ら
れ
る
。
以
下
、
同
書
が
集
め
た
諸
注
の
お
お
ま
か
な
傾
向
と
そ
の
内
容
の
一
部
と
を
、
巻
ご
と
に
紹
介
す
る
。
大
全
巻
一
「
太
極
図
」
一
前
述
の
と
お
り
性
理
群
書
句
解
か
ら
そ
の
巻
十
一
「
太
極
図
」
の
文
章
を
、
「
群
書
句
解
」
「
集
考
」
と
記
し
て
挿
入
す
る
。
ま
た
図
説
に
対
す
る
朱
註
の
後
に
も
「
群
書
」
と
題
す
る
注
釈
が
附
く
。
巻
末
の
「
太
極
図
附
録
」
「
総
論
」
に
「
集
釈
」
、
「
補
註
」
、
「
集
考
」
、
「
集
覧
」
と
題
す
る
諸
注
を
置
く
。
そ
の
「
集
釈
」
は
群
書
句
解
巻
八
「
無
極
排
」
の
「
句
解
」
に
拠
る
文
章
で
あ
る
。
大
全
巻
二
・
三
「
通
書
」
.
各
編
の
篇
題
に
対
し
「
集
考
」
と
す
る
注
釈
を
附
す
。
群
書
句
解
巻
十
七
「
通
番
」
に
附
さ
れ
た
そ
れ
に
等
し
い
。
「
通
書
」
本
文
に
は
「
集
覧
」
お
よ
び
「
集
釈
」
と
称
す
る
注
釈
が
附
き
、
そ
の
な
か
に
は
「
解
は
第
一
巻
象
賛
及
び
事
状
に
見
ゆ
」
と
す
る
「
集
釈
」
も
あ
る
。
こ
れ
は
群
書
勾
解
の
第
一
巻
を
指
す
。
ま
た
巻
コ
一
「
通
書
後
録
」
「
養
心
亭
記
」
に
附
さ
れ
た
「
集
釈
」
も
、
群
書
匂
解
第
八
巻
の
も
の
で
あ
る
。
巻
三
末
尾
「
顔
子
所
好
何
学
論
」
を
引
用
す
る
う
え
で
、
そ
の
作
者
が
「
明
道
先
生
作
」
と
さ
れ
る
。
こ
の
論
に
対
し
て
は
「
補
注
」
が
附
く
。
大
全
巻
四
「
西
銘
」
篇
題
下
に
「
集
考
」
が
附
く
。
群
書
勾
解
巻
三
の
文
章
で
あ
る
。
大
全
巻
五
・
六
「
正
蒙
」
各
篇
の
篇
題
下
に
、
大
全
書
に
は
無
か
っ
た
注
釈
が
附
く
。
群
書
句
解
に
拠
る
注
記
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
集
釈
」
、
「
補
註
」
、
「
集
解
」
の
三
注
が
相
互
無
関
係
に
、
そ
の
内
容
の
一
部
を
重
複
さ
せ
な
が
ら
並
び
、
ま
れ
に
「
集
覧
」
が
附
く
。
な
か
で
も
「
補
註
」
は
群
書
勾
解
の
文
言
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
「
童
)
氏
発
微
」
か
ら
の
引
用
も
散
見
さ
れ
る
。
童
氏
と
は
、
「
続
正
蒙
発
瑚
微
ニ
巻
又
皇
極
経
世
内
篇
一
世
」
を
著
し
た
明
人
童
品
を
、
お
そ
ら
く
創
は
指
す
。
決
大
全
巻
七
か
ら
十
三
「
皇
極
経
世
書
」
・
「
観
物
外
篇
」
に
「
集
ー
覧
」
市
と
「
補
註
」
と
が
載
る
。
「
補
註
」
は
群
書
句
解
巻
十
六
「
観
物
外
の
篇
注
」
を
中
心
と
し
つ
つ
も
、
「
張
氏
桁
義
」
や
「
飽
氏
発
微
」
か
闘
別判
ら
の
引
用
を
も
併
せ
る
。
そ
の
後
者
は
、
千
頃
堂
書
目
に
言
う
「
純
明
寧
天
原
発
微
緋
正
五
巻
又
問
答
節
要
二
都
」
に
当
た
る
の
か
も
し
れ
9
な
い
。
同
書
目
は
飽
寧
を
「
歓
県
人
、
天
順
中
処
士
」
と
す
る
。
第
6
十
一
巻
の
或
る
「
補
註
」
に
は
「
解
は
啓
蒙
察
氏
大
註
及
び
朱
子
小
註
に
見
ゆ
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
は
大
全
書
の
該
当
箇
所
を
指
す
。
大
全
巻
十
四
か
ら
十
七
「
易
学
啓
蒙
」
一
特
起
事
項
な
し
。
大
全
巻
十
八
か
ら
一
一
十
一
「
家
礼
」
一
「
集
覧
」
の
ほ
か
「
補
註
」
が
附
き
、
成
化
十
年
(
区
認
)
の
自
序
を
も
っ
丘
溶
撰
家
礼
儀
節
の
文
章
が
、
僅
か
だ
が
利
用
さ
れ
る
。
大
全
巻
二
十
三
二
十
二
一
「
律
目
新
書
」
.
「
集
覧
」
と
「
補
註
」
の
ほ
か
に
「
解
註
」
と
題
す
る
注
釈
が
附
く
。
こ
れ
は
郵
文
意
に
よ
る
律
呂
解
註
か
ら
の
文
章
で
あ
り
、
管
見
の
か
ぎ
り
だ
が
、
新
三
梅
本
に
独
自
の
注
釈
だ
と
思
わ
れ
る
。
律
邑
解
註
二
巻
に
対
す
る
凹
庫
全
書
総
目
に
拠
れ
崎
、
都
文
患
は
広
東
新
会
の
人
で
あ
り
、
福
建
晋
江
県
学
の
教
諭
を
勤
め
、
「
万
暦
発
来
」
に
こ
の
書
物
を
完
成
さ
せ
た
。
し
か
し
い
ま
存
目
叢
書
経
部
第
一
八
四
冊
所
収
の
影
印
本
に
は
、
嘉
靖
発
未
(
二
年
)
撰
述
の
自
序
や
、
同
年
執
筆
の
晋
江
一
服
山
人
王
室
に
よ
る
後
序
が
載
る
。
そ
の
撰
者
が
「
晋
江
教
諭
古
阿
部
文
憲
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
は
、
地
方
学
官
の
活
動
を
、
大
全
書
増
注
版
が
出
現
す
る
前
提
条
件
と
し
て
捉
え
る
視
点
の
可
能
性
が
ほ
の
見
え
ヲゐ。
大
全
巻
ご
十
四
・
二
十
五
「
洪
範
皇
極
内
篇
」
各
条
に
対
し
て
「
補
註
」
が
附
き
、
そ
の
な
か
に
は
他
巻
を
参
照
せ
よ
と
の
指
示
も
あ
る
。
ま
れ
に
「
集
覧
」
が
附
く
。
大
全
巻
二
十
六
「
理
気
」
以
下
、
巻
六
十
九
「
治
道
四
」
ま
で
一
基
本
的
に
「
集
覧
」
に
よ
る
注
釈
を
載
せ
る
の
だ
が
、
以
下
の
。
箇
所
に
「
補
註
」
が
附
く
。
い
ず
れ
も
群
書
句
解
に
そ
の
本
文
と
注
7
釈
と
が
載
る
箇
所
で
あ
る
。
巻
三
十
三
「
定
性
書
」
、
巻
三
十
五
「
仁
説
」
、
巻
=
一
十
七
「
誠
」
(
程
子
易
伝
「
無
妄
之
謂
誠
」
)
、
巻
コ
一
十
八
・
二
一
十
九
「
道
統
」
(
周
子
以
下
.
群
書
句
解
巻
七
・
巻
二
、
巻
四
十
三
「
小
学
」
(
程
子
諾
「
聖
人
純
亦
不
己
」
)
、
巻
五
十
四
(
明
道
「
惰
辞
立
誠
」
条
)
、
巻
五
十
五
「
科
挙
之
学
」
(
程
子
語
)
、
巻
五
十
六
「
論
文
」
(
欧
陽
子
語
)
、
巻
六
十
七
「
詮
法
」
(
司
馬
氏
答
程
子
書
)
、
な
ど
。
大
全
巻
七
十
「
詩
」
「
文
」
'
「
集
覧
」
、
「
補
註
」
、
「
集
釈
」
が
、
群
書
句
解
所
収
の
詩
文
を
中
心
に
附
く
。
な
か
で
も
「
集
釈
」
は
、
群
書
句
解
註
に
も
と
づ
き
つ
つ
も
そ
れ
を
さ
ら
に
拡
充
さ
せ
、
上
虞
劉
氏
や
雲
峯
胡
氏
、
徐
氏
の
発
言
な
ど
を
も
併
記
す
る
。
「
感
興
二
十
首
」
に
対
す
る
「
補
註
」
に
も
劉
氏
、
余
氏
、
倉
氏
の
語
が
引
か
れ
る
。
「
文
」
「
賛
」
の
下
に
は
直
接
、
「
双
湖
胡
氏
日
」
お
よ
び
「
愚
按
」
と
の
注
釈
が
附
く
。
北
大
蔵
集
覧
大
全
は
そ
の
全
体
を
「
補
註
」
と
し
て
括
る
。
「
愚
」
に
よ
る
按
語
は
、
群
書
句
解
が
朱
子
の
い
わ
ゆ
る
「
五
賛
」
か
ら
三
矯
し
か
採
用
し
て
い
な
い
点
を
批
判
す
る
文
章
で
あ
る
。
大
全
書
は
、
も
と
よ
り
「
五
賛
」
す
べ
て
を
登
載
す
る
。
「
五
賛
」
各
本
文
に
は
「
集
釈
」
と
し
て
熊
氏
、
「
補
註
」
と
し
て
雲
峯
胡
氏
な
ど
の
一
言
葉
が
載
り
、
真
西
山
「
心
経
賛
」
に
対
し
て
も
同
様
。
朱
子
「
敬
斎
簸
」
の
「
補
註
」
は
草
庇
呉
氏
の
諾
を
も
引
用
す
る
。
「
敬
恕
斎
銘
」
以
下
の
篇
題
に
は
「
補
註
」
が
附
き
、
朱
子
に
よ
る
各
銘
文
が
誰
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
、
朱
子
大
全
集
に
拠
っ
て
明
示
す
る
。
臨
川
呉
氏
の
「
遂
初
堂
賦
」
に
対
し
て
は
、
張
南
軒
に
よ
る
同
名
の
賦
に
附
せ
ら
れ
た
群
書
句
解
等
の
注
釈
を
援
用
す
る
。
各
巻
に
対
す
る
如
上
の
概
要
を
ま
と
め
れ
ば
、
新
三
機
本
と
は
、
集
覧
を
ひ
と
つ
の
底
本
と
し
て
「
補
註
」
や
「
集
釈
」
な
ど
の
諸
注
を
各
巻
に
分
置
し
た
書
物
だ
と
一
言
マ
え
る
。
そ
れ
ら
加
増
さ
れ
た
注
釈
は
、
全
般
的
に
見
れ
ば
性
理
群
書
句
解
に
依
拠
し
た
解
説
が
多
い
。
な
お
群
書
句
解
に
は
、
江
蘇
常
熟
の
人
で
あ
る
呉
納
(
お
芯
I
E句、
字
敏
徳
、
号
思
巷
)
に
よ
る
宣
徳
九
年
(Eω
品
)
刊
の
補
註
が
存
在
Rm) 
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
と
大
会
の
補
註
と
は
必
ず
し
も
重
な
ら
な
い
。
た
だ
し
呉
納
補
註
の
存
在
も
そ
の
傍
証
と
み
な
せ
る
よ
う
に
、
増
注
版
大
全
が
登
場
す
る
以
前
、
大
全
書
の
読
者
は
群
書
句
解
を
そ
の
解
説
本
と
し
て
活
用
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
う
し
た
蓄
積
の
も
と
、
増
注
版
は
誕
生
し
た
。
た
だ
し
そ
れ
故
に
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
、
群
書
句
解
に
そ
の
本
文
が
載
る
い
わ
ゆ
る
成
書
部
分
と
詩
文
と
に
注
釈
を
集
中
さ
せ
る
の
だ
が
、
細
か
く
見
れ
ば
、
成
書
相
互
に
お
い
て
も
注
釈
の
質
と
量
と
に
偏
差
が
あ
る
。
か
か
る
現
象
の
背
景
を
詳
論
す
る
遣
は
無
い
も
の
の
、
こ
こ
で
は
、
「
正
蒙
」
、
「
皇
極
経
世
書
」
、
「
律
日
新
書
」
に
対
す
る
注
釈
の
多
様
さ
は
明
代
前
中
期
に
お
け
る
思
想
史
と
科
挙
学
史
と
の
交
錯
す
る
関
係
を
反
映
す
る
、
と
の
仮
説
だ
け
は
示
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
こ
う
し
た
偏
差
は
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
と
同
類
の
他
書
と
を
比
較
す
る
際
の
一
不
準
と
し
て
も
利
用
可
能
で
あ
ろ
、q
J
Oと
こ
ろ
で
内
閣
文
庫
は
、
巻
末
の
蓮
牌
木
記
に
「
嘉
靖
庚
申
孟
秋
進
賢
堂
梓
新
刊
」
と
刻
む
嘉
靖
三
十
九
年
刊
新
刊
性
理
大
封
七
十
巻
を
も
ま
た
収
蔵
す
る
。
上
記
新
三
擁
本
と
そ
の
版
式
を
似
通
わ
せ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
た
だ
し
注
釈
内
容
に
関
し
て
は
相
互
に
若
干
の
出
入
が
あ
り
、
新
コ
一
線
一
本
に
載
る
「
律
口
口
新
書
」
「
解
註
」
が
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
組
み
込
ま
れ
て
い
な
い
点
が
、
そ
の
顕
著
な
例
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
進
賢
堂
本
は
、
御
製
序
の
末
尾
に
「
嘉
靖
十
九
年
葉
氏
広
勤
堂
校
正
重
刊
」
と
の
文
字
を
刻
し
、
一
方
、
(
稿
本
)
中
国
古
籍
善
本
書
目
に
は
、
嘉
靖
十
三
年
刊
王
氏
三
椀
堂
新
刊
性
理
)
大
全
が
採
ら
れ
て
い
る
。
進
賢
堂
本
は
広
勤
堂
本
に
、
新
三
棉
本
は
一
訓
三
椀
本
に
そ
れ
ぞ
れ
も
と
づ
く
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
創
の
二
系
統
を
生
み
出
し
た
共
通
の
祖
本
の
存
在
す
ら
も
う
か
が
え
決
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
書
目
類
に
記
さ
れ
た
そ
の
他
の
情
報
か
ら
問
も
推
察
可
能
な
と
お
り
、
嘉
靖
中
期
以
降
、
建
陽
を
中
心
と
す
る
地
の
域
の
書
障
は
、
こ
の
よ
う
な
増
注
版
の
書
物
を
「
新
刊
性
理
大
全
」
附
則判
と
称
し
、
あ
た
か
も
競
い
合
う
よ
う
に
し
て
梓
行
し
た
わ
け
で
あ
ゆ
iw
〔
mv
卯
る
。
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四
、
官
刻
本
と
の
競
合
大
全
書
に
あ
っ
て
、
内
府
本
は
永
楽
年
間
の
頒
布
後
そ
う
時
間
を
置
か
ず
に
坊
刻
さ
れ
た
も
の
の
、
一
方
、
そ
の
注
釈
本
が
登
場
す
る
ま
で
に
は
一
定
の
歳
月
を
必
要
と
し
た
。
し
か
も
登
場
し
た
初
期
の
段
階
に
お
い
て
、
注
釈
の
撰
者
は
、
大
全
書
と
い
う
名
称
の
使
用
を
自
制
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
だ
が
そ
れ
が
い
っ
た
ん
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
書
擦
は
そ
れ
を
大
全
書
と
称
し
、
次
い
で
登
場
し
た
「
標
題
」
附
き
の
各
種
増
注
本
は
、
は
じ
め
か
ら
「
性
理
大
全
」
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
民
間
の
独
断
的
借
称
で
あ
っ
た
の
か
否
か
は
、
判
断
が
難
し
い
。
名
古
屋
大
学
図
書
館
に
は
、
新
刊
憲
基
盤
正
性
理
大
全
七
十
巻
な
る
書
物
が
収
蔵
さ
れ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
牌
記
等
が
無
く
そ
の
出
版
情
報
は
不
明
だ
料
、
書
物
の
内
容
は
「
集
覧
」
、
「
集
釈
」
、
「
補
注
」
等
を
持
つ
増
注
版
性
理
大
全
そ
の
も
の
で
あ
る
。
新
刊
性
理
大
全
の
浸
透
に
与
え
た
官
方
の
影
響
が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
地
方
官
庁
は
、
坊
刻
本
の
横
行
を
前
に
し
て
対
抗
策
を
講
ぜ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
か
か
る
両
者
の
競
合
に
、
明
代
中
期
に
お
け
る
出
版
事
情
の
一
斑
を
う
か
が
う
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ、つ。台
湾
中
央
研
究
院
停
斯
年
図
書
館
に
「
嘉
靖
二
十
二
年
(
H
E
U
)
南
京
翻
刻
官
本
」
性
理
大
全
書
が
収
蔵
さ
れ
る
(
未
見
)
。
図
書
館
提
供
の
出
版
記
事
に
従
え
ば
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
「
嘉
靖
二
十
二
2
年
楊
{
且
等
翻
刻
題
記
」
が
附
さ
れ
て
い
る
。
同
図
書
館
蔵
本
と
の
関
7
係
は
未
詳
だ
が
、
北
京
愛
知
生
数
字
化
技
術
研
究
中
心
作
成
の
栂
指
数
拠
庫
「
胡
広
九
経
大
全
」
が
使
用
し
た
大
全
書
も
ま
た
、
嘉
靖
二
十
二
年
官
刻
本
で
あ
封
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
楊
宜
に
よ
る
題
記
は
、
「
先
儒
姓
氏
」
と
「
性
理
大
全
書
目
録
」
と
の
聞
に
載
り
、
一
文
の
末
尾
に
「
嘉
靖
発
卯
(
二
十
二
年
)
春
刊
行
」
と
の
文
字
が
記
さ
れ
る
。
楊
宜
は
、
南
直
隷
衡
水
県
人
で
あ
り
嘉
靖
二
年
の
進
士
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
は
南
直
隷
の
段
察
御
史
を
つ
と
め
て
い
た
。
題
記
の
主
旨
は
、
下
記
の
と
お
り
坊
刻
本
の
批
判
に
あ
る
。
我
が
成
祖
、
・
・
博
く
碩
儒
を
選
ぴ
、
性
理
大
会
を
編
次
せ
し
ま
す
む
0
・
:
・
第
だ
書
即
時
の
板
刻
は
、
舛
靴
、
滋
ま
す
甚
だ
し
く
、
読
と
り
し
ま
者
、
湾
を
病
む
。
監
察
御
史
の
臣
楊
宜
、
学
を
南
畿
に
董
る
に
、
ひ
ろ
大
道
の
宣
ま
ら
ざ
る
を
憧
れ
、
乃
ち
応
天
府
学
教
授
胡
儒
、
訓
導
え
ら
応
楢
許
金
、
弟
子
員
鴻
鵠
・
・
朱
潤
身
を
簡
び
、
官
よ
り
降
さ
れ
し
善
本
を
取
り
、
校
録
翻
刻
し
て
、
之
を
庫
序
に
布
く
。
官
刻
本
大
全
書
の
出
現
は
、
そ
の
地
方
に
お
け
る
坊
刻
本
の
隆
盛
を
逆
に
物
語
る
。
南
京
の
み
な
ら
ず
福
建
の
官
僚
が
内
府
本
に
由
来
す
る
大
全
書
の
出
版
を
お
こ
な
っ
た
の
も
、
当
地
が
坊
刻
の
い
わ
ば
聖
地
で
あ
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
東
北
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
(お〕
す
る
嘉
靖
=
一
十
八
年
(
H
自
由
)
焚
献
科
刻
本
は
、
そ
う
し
て
官
刻
さ
れ
た
一
本
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
同
書
に
は
、
御
製
序
に
続
い
て
嘉
靖
三
十
八
年
四
月
、
巡
按
福
建
監
察
御
史
奨
献
利
執
筆
の
「
記
載
」
が
載
り
、
次
い
で
嘉
靖
三
十
五
年
季
冬
、
建
寧
府
知
府
程
秀
民
執
筆
の
「
識
語
」
が
附
く
。
以
下
の
と
お
り
、
こ
の
「
識
語
」
も
、
上
述
し
た
楊
宜
の
題
記
に
似
た
主
張
を
お
こ
な
う
。
な
お
同
書
は
、
そ
の
巻
尾
に
「
巡
按
福
建
監
察
御
史
焚
献
科
重
訂
」
と
の
木
記
を
置
く
。
南
京
翻
刻
官
本
と
同
様
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
頭
注
や
「
集
覧
」
な
ど
の
注
釈
は
、
一
切
な
い
。
L
ぱ
建
陽
書
林
に
数
し
ば
刻
本
あ
る
も
、
而
も
字
画
は
差
靴
、
巻
朕
は
簡
略
、
読
者
、
駕
を
憾
め
ば
、
乃
ち
巡
基
山
泉
吉
公
(
監
察
御
史
吉
澄
)
弦
土
に
按
臨
た
り
て
、
・
4
字
官
の
弟
子
員
十
数
人
を
し
て
、
夙
夜
従
事
せ
令
め
、
三
月
を
越
え
て
刻
成
る
。
さ
て
建
陽
の
坊
刻
本
は
、
知
府
程
秀
民
が
批
判
す
る
よ
う
に
「
字
画
は
差
靴
、
巻
朕
は
簡
略
」
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
そ
れ
ら
は
、
「
顔
子
所
好
何
学
論
」
の
作
者
を
「
明
道
先
生
作
」
な
ど
と
し
た
ま
ま
改
め
な
い
。
「
伊
川
先
生
作
」
と
す
べ
き
錯
誤
で
あ
る
か
ら
、
道
学
者
か
ら
見
れ
ば
許
さ
れ
ざ
る
冒
演
行
為
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
そ
の
「
巻
峡
」
は
決
し
て
「
簡
略
」
な
も
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
そ
の
逆
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
坊
刻
本
に
お
け
る
増
補
の
内
容
は
、
性
理
群
書
句
解
に
依
拠
し
た
守
旧
的
な
も
の
が
多
い
。
明
代
前
中
期
、
大
全
書
を
学
習
、
指
導
す
る
人
士
に
と
っ
て
は
、
そ
の
よ
う
な
知
識
こ
そ
が
必
要
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、
た
だ
し
知
識
の
装
い
は
目
新
し
い
も
の
が
つ
ね
に
求
め
ら
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
受
験
の
現
場
に
お
い
て
陳
腐
な
表
現
は
忌
避
さ
れ
つ
づ
け
た
か
ら
で
あ
り
、
巻
峡
の
簡
略
化
は
、
そ
う
容
易
で
は
な
か
っ
た
と
推
察
す
る
。
な
お
群
書
匂
解
に
関
し
て
は
、
成
化
十
五
年
(
広
芯
)
の
序
文
を
も
っ
呉
前
補
註
の
重
刻
本
が
あ
る
も
の
冊
、
明
代
中
期
以
降
、
句
解
そ
れ
自
体
は
あ
ま
り
流
通
し
な
く
な
っ
た
よ
う
(幻
V
に
思
わ
れ
る
。
「
大
全
」
の
普
及
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
必
然
的
な
余
波
と
み
な
せ
よ
う
。
以
上
、
書
誌
学
的
な
概
説
に
終
始
し
た
が
、
大
全
書
と
群
書
匂
解
と
の
関
係
や
、
「
集
覧
」
か
ら
「
性
理
大
全
」
へ
の
展
開
な
ど
、
そ
の
全
体
を
包
括
す
る
視
点
の
把
持
が
、
明
代
前
中
期
の
思
想
史
研
究
を
お
こ
な
う
う
え
で
一
定
程
度
有
効
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
は
、
導
き
出
せ
た
よ
う
に
思
う
。
削
船
注
巴
(
1
)
明
太
宗
実
録
巻
一
五
八
(
永
楽
十
三
年
十
一
月
)
・
甲
寅
、
上
諭
創
目
、
五
経
四
番
、
皆
聖
賢
精
義
要
道
、
其
伝
注
之
外
、
諸
儒
議
決
論
、
有
発
明
余
趨
者
、
爾
等
釆
其
切
当
之
一
言
一
田
、
増
附
子
下
、
其
周
程
削
張
朱
諸
君
子
性
理
之
言
、
如
太
極
通
香
西
銘
正
蒙
之
類
、
皆
六
経
之
川
羽
興
、
然
各
自
為
書
、
未
有
統
会
、
爾
等
亦
別
類
衆
成
編
、
二
番
務
期
極
精
備
、
庶
幾
以
垂
後
世
。
件
(
2
)
大
全
書
所
収
「
進
書
表
」
。
永
楽
十
三
年
刊
内
府
本
大
全
書
の
影
明
印
本
と
し
て
は
、
孔
子
文
化
大
全
(
山
東
友
誼
書
社
、
呂
田
国
叶
)
所
収
の
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
中
文
出
版
社
刊
(
H
g
r
g
の
大
全
書
も
、
内
府
本
系
テ
キ
ス
ト
の
霊
刊
本
だ
と
み
な
せ
る
。
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(
3
)
四
底
全
書
総
目
(
中
華
書
局
、
巴
忠
由
)
巻
三
十
六
経
部
四
書
類
三
。
(
4
)
林
慶
彰
「
《
五
経
大
全
》
之
修
纂
及
其
相
関
問
題
探
究
」
初
出
5
2、
の
ち
明
代
経
学
研
究
論
集
(
文
史
哲
出
版
社
、
包
宏
・
日
)
所
収
。
鶴
成
久
章
「
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
「
永
楽
三
大
全
」
の
研
究
」
福
岡
教
育
大
学
紀
要
町
、
N
D
O
叶
N
、
参
照
。
四
番
大
全
に
関
す
る
書
誌
学
的
・
思
想
史
学
的
研
究
と
し
て
は
、
佐
野
公
治
氏
に
よ
る
四
番
学
史
の
研
究
(
創
文
社
、
5
8・N
)
所
収
の
論
孜
が
あ
る
。
明
末
清
初
期
に
お
け
る
四
番
大
全
改
訂
運
動
に
つ
い
て
は
、
三
浦
「
張
自
烈
撰
『
四
書
大
全
鰭
』
刊
行
事
情
」
磯
部
彰
編
東
ア
ジ
ア
出
版
研
究
こ
は
く
、
N
O
R
-
H
N
、
参
照
。
(
5
)
吾
妻
重
二
「
「
性
理
大
全
」
の
成
立
と
「
朱
子
成
書
」
」
初
出
N
D
C
町
、
の
ち
宋
代
思
想
の
研
究
、
関
西
大
学
出
版
部
、
N
o
g
-
ω
、
第
一一品草。
(
6
)
前
注
所
掲
、
吾
妻
氏
論
考
。
(
7
)
大
全
書
後
半
に
関
す
る
こ
う
し
た
理
解
は
、
宋
明
理
学
史
(
人
民
出
版
社
、
思
勾
由
)
下
巻
第
一
章
、
に
も
見
出
せ
る
。
(
8
)
吾
妻
氏
の
「
発
見
」
と
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
し
か
し
す
で
に
明
代
中
期
の
黄
佐
が
こ
の
書
物
に
政
文
を
附
L
、
「
性
理
大
全
収
入
其
前
八
番
、
而
小
註
尽
在
」
(
「
朱
子
成
番
後
」
六
十
巻
本
泰
泉
集
巻
四
十
四
)
と
言
、
っ
。
(
9
)
総
目
巻
九
十
二
子
部
儒
家
類
一
一
。
(
叩
)
こ
こ
で
は
内
閣
文
庫
所
蔵
の
朝
鮮
版
新
刊
音
点
性
理
群
書
句
解
前
後
両
集
を
用
い
る
。
そ
の
前
集
は
日
本
で
も
刊
行
さ
れ
、
寛
文
八
年
(
同
町
田
∞
)
版
が
「
和
刻
影
印
近
山
漢
籍
叢
刊
思
想
三
編
」
(
中
文
出
版
社
、
5
3
U
)
の
一
冊
と
し
て
収
録
さ
れ
る
。
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(
日
)
こ
の
文
章
は
、
「
題
性
理
四
書
大
全
書
後
」
と
題
し
て
、
た
と
え
ば
周
会
魁
校
正
図
書
大
全
の
巻
頭
に
収
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
東
北
大
図
書
館
蔵
本
を
用
い
た
。
(
ロ
)
第
一
巻
三
十
三
葉
。
江
蘇
広
陵
古
籍
刻
印
社
、
呂
田
印
・
一
印
。
(
臼
)
子
部
儒
家
。
斉
魯
書
社
、
N
E
8・仏。
(
日
比
)
王
幼
学
や
そ
の
「
集
覧
」
に
関
わ
る
出
版
事
項
は
、
中
砂
明
徳
氏
に
よ
る
中
国
近
世
の
福
建
人
l
土
大
夫
と
出
版
人
1
(名
古
屋
大
学
出
版
会
、
N
C
H
M
-
M
)
第
二
部
第
三
章
第
十
・
十
一
節
に
詳
し
い
。
(
百
)
総
目
巻
九
十
六
子
部
儒
家
類
存
目
三
。
(
日
)
こ
れ
に
近
い
刊
刻
年
次
の
改
鼠
を
、
邑
柚
撰
横
渠
張
子
釈
(
子
学
名
著
集
成
、
所
収
)
の
巻
首
部
分
は
お
こ
な
う
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
序
文
に
「
大
徳
己
丑
」
と
記
さ
れ
る
箇
所
は
、
も
と
も
と
「
嘉
靖
己
丑
」
と
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
干
支
の
方
を
改
め
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
も
は
や
推
定
の
し
よ
う
が
無
い
。
(
日
)
斉
魯
書
社
、
巴
一
定
至
包
唱
。
(
沼
)
第
一
巻
三
十
葉
。
(
四
)
丁
丙
・
善
本
書
室
蔵
書
志
(
光
緒
二
十
七
年
忌
日
序
刊
)
巻
十
五
毎
巻
後
有
後
学
東
甑
帥
且
清
軒
徐
天
章
繕
写
或
謄
録
一
候
、
刻
作
巾
箱
本
、
殆
麻
沙
坊
賀
所
為
也
。
(
却
)
内
閣
文
庫
、
s
g
u。
(
幻
)
内
匡
郭
-
九
・
六
×
一
一
一
・
七
糎
。
(m)
こ
の
書
院
は
、
南
宋
の
熊
禾
が
言
う
「
建
陽
書
坊
同
文
書
院
」
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
熊
禾
「
文
疏
」
凹
庫
全
書
本
勿
軒
集
巻
四
。
(
お
)
巻
二
十
七
「
儒
学
伝
」
。
中
園
地
方
志
集
成
、
所
収
。
(
引
出
)
第
一
巻
末
の
補
註
は
嘉
靖
集
釈
集
覧
本
に
は
採
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
第
三
巻
末
の
補
註
の
方
は
、
嘉
持
集
覧
集
釈
本
に
も
「
補
註
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
る
。
(
お
)
北
海
道
大
学
文
学
部
図
書
室
に
は
、
「
正
徳
壬
辰
歳
(
七
年
民
団
)
重
刊
」
と
あ
る
「
性
理
群
書
集
覧
大
全
」
(
内
匡
郭
一
九
・
三
×
一
一
一
八
糎
)
が
収
蔵
さ
れ
る
。
版
心
題
は
「
性
理
大
全
」
や
「
性
理
集
覧
」
の
ほ
か
「
標
題
大
全
」
や
「
標
題
集
釈
」
で
あ
っ
て
、
巻
頭
巻
末
の
題
名
も
多
様
で
あ
る
。
「
標
題
」
や
「
集
釈
」
、
さ
ら
に
は
「
補
註
」
が
附
く
点
で
上
記
二
種
の
「
集
覧
」
本
か
ら
は
す
で
に
速
く
、
む
し
ろ
新
刊
性
理
大
全
へ
の
縦
承
性
す
ら
想
定
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
後
日
を
期
し
た
い
。
(
お
)
内
匡
郭
一
七
・
二
×
一
二
三
糎
。
(
幻
)
千
頃
堂
書
目
巻
十
一
「
儒
家
類
」
。
同
書
目
に
は
「
侃
復
正
出
家
発
微
又
皇
極
経
世
通
釈
」
や
「
王
啓
正
蒙
直
解
」
、
「
余
本
皐
極
経
佐
観
物
外
篇
釈
義
四
巻
又
正
蒙
集
解
」
も
載
る
。
(
お
)
巻
十
一
「
儒
家
類
、
(
m
m
)
巻
三
十
九
経
部
楽
類
存
目
。
(
初
)
故
宮
珍
本
叢
刊
子
部
儒
家
三
四
四
、
所
収
。
内
閣
文
庫
に
は
江
戸
写
本
の
性
理
群
害
補
註
十
四
巻
が
蔵
さ
れ
る
。
(
氾
)
内
匡
郭
一
七
ox
一
一
一
二
一
糎
。
(
沼
)
日
本
囲
内
に
は
、
御
製
序
の
末
尾
に
「
嘉
靖
庚
申
(
十
九
)
年
葉
氏
校
正
霊
刊
」
と
、
巻
末
の
刊
記
に
「
嘉
摘
庚
申
(
三
十
九
)
孟
秋
進
賢
堂
梓
新
刊
」
と
あ
る
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
の
頭
注
本
、
「
皇
明
嘉
靖
笑
丑
(
三
十
一
一
)
仲
夏
熊
氏
一
峯
堂
重
校
刊
」
と
い
う
巻
末
の
題
記
を
持
つ
九
大
碩
水
文
庫
蔵
本
(
内
匡
郭
一
七
・
一
ニ
×
二
一
・
三
根
)
、
尊
経
閣
蔵
嘉
靖
刊
本
(
未
見
)
な
ど
が
あ
り
、
中
国
に
は
、
以
下
す
べ
て
未
見
だ
が
、
嘉
靖
十
七
年
賞
氏
集
義
堂
、
二
十
六
年
鄭
氏
崇
文
堂
、
二
一
十
年
張
氏
新
賢
堂
、
三
十
一
年
葉
氏
広
勤
堂
、
(
余
氏
)
双
桂
書
堂
、
三
十
五
年
張
氏
新
賢
堂
、
隆
康
二
年
張
氏
静
山
斎
、
万
暦
二
十
五
年
金
陵
積
秀
堂
、
三
十
六
年
建
邑
(
劉
氏
)
安
正
堂
劉
蓮
台
な
ど
の
刻
本
が
あ
る
。
(
お
)
蓬
左
文
庫
蔵
新
刊
群
書
孜
正
性
理
大
成
七
十
巻
に
は
、
そ
の
巻
末
に
「
万
暦
戊
寅
(
六
)
年
冬
士
口
且
、
書
林
葉
聖
泉
謹
践
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
載
る
。
そ
こ
に
「
憲
蓋
」
云
々
の
文
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
推
し
て
ゆ
け
ば
、
憲
豪
麓
正
性
理
大
全
の
出
現
時
期
も
限
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
「
坊
間
翻
刻
是
書
屡
数
十
家
、
然
率
皆
射
利
省
紙
、
批
以
伝
靴
、
聾
誤
後
学
、
誠
可
痛
也
、
予
郡
先
逮
梅
椴
林
先
生
以
明
経
登
突
丑
(
嘉
靖
三
十
ニ
年
)
進
士
、
前
己
有
策
論
会
編
、
会
選
墨
巻
等
書
、
付
予
船
刻
突
、
今
又
慨
然
以
是
自
任
、
乃
取
憲
望
通
鑑
性
理
図
書
大
成
、
日
巴
加
孜
正
、
謄
写
大
字
、
付
予
重
刻
、
以
便
後
学
、
可
謂
功
聖
門
突
、
リ
刻
成
、
国
政
成
巻
末
収
書
、
君
子
乞
認
葉
氏
作
徳
堂
為
記
可
也
」
。
犬
(
鈍
)
東
大
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
周
氏
博
古
斎
蔵
板
万
暦
二
十
五
年
間
(53
師
古
斎
刻
本
の
大
全
書
(
内
匡
郭
一
δ
目
七
×
一
一
一
一
八
糎
)
川
は
、
嘉
靖
官
刻
本
に
も
と
づ
く
民
聞
の
重
刊
本
で
あ
る
。
期
(
お
)
内
匡
郭
ニ
0
・
九
×
一
四
七
粧
。
帥
(
お
)
内
閣
文
庫
所
蔵
同
書
の
序
文
末
尾
に
は
「
希
古
」
と
の
署
名
が
あ
明
る
。
な
お
四
部
議
刊
が
収
め
る
伊
川
撃
壌
集
の
巻
頭
に
も
、
同
一
の
署
名
を
附
す
成
化
十
一
年
執
筆
の
序
文
が
載
る
。
(
幻
)
黄
佐
は
元
刻
本
の
前
後
両
集
の
四
十
四
巻
本
を
所
蔵
し
て
お
り
、
75 
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
股
文
の
な
か
で
「
今
前
後
残
欠
、
尚
奨
補
完
、
而
精
力
不
暇
及
」
(
泰
泉
集
巻
四
十
四
)
と
言
、
っ
。
(
補
注
)
該
本
の
巻
頭
題
は
、
第
二
巻
以
降
、
「
性
週
群
書
」
も
し
く
は
「
性
理
群
書
柏
市
覧
」
と
す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
少
数
の
例
外
箇
所
に
関
し
て
は
、
原
本
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
。
